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常磐高速道の全線開通以来 2 年間にわたり、車載型空間線量率測定器を用いて継続的に空間線量率を測定

している。これまでに得られたデータを用いて、広野－南相馬区間における空間線量率分布およびその経

時変化傾向に関する解析を実施した。結果について報告する。 
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1. 緒言 

常磐高速道は、2015年 3月に全線が開通したが、高線量地域を通行することから利用者には放射線の影

響に関する不安が存在している。我々は、KURAMA-II と呼ばれる車載型空間線量率を用いて常磐道広野

IC－南相馬 IC間の空間線量率を連日測定し、結果を広く一般に公開している。これまでに取得した 500万

点を超える測定データの解析により得られた空間線量率分布及び経時変化傾向に関する知見について述べ

る。 

 

2. 解析結果 

図 1 に広野－南相馬間における空間線量率の分布および

経時変化を示す。図は基準地域メッシュを緯度・経度方向

に各々10 分割した 100mメッシュ単位で、2015年 3月およ

び 2017年 3月に得られた測定データを各々平均化して得ら

れた空間線量率値と、それらの比を示している。図の横軸

は、広野から北向きに 100m メッシュを順番づけたインデ

ックスである。図より、 (1) 広野 IC～常磐富岡 IC の区間

において空間線量率が大きく変化している領域が存在してい

る、(2) 多くの領域において空間線量率はおおよそ物理減衰に従って減少している、(3) 浪江 IC 近傍およ

び(1)で述べた区間の低線量領域では空間線量率は物理減衰より大きく減少している、ことがわかった。広

野 IC～常磐富岡 ICの区間は東電福島原発事故以前から敷設されており、震災時に損傷が大きかった領域の

補修および再舗装を再開通前に実施している。(1)で述べた区間の低線量領域と再舗装領域には強い相関が

みられることから、空間線量率の大きな変化は補修および再舗装の有無に起因するものと考えられる。ま

た、常磐富岡以北の区間は事故後に新たに敷設されており、(1)の低線量領域と同様、周辺領域からの寄与

が大きいことから、(3)で述べた大きな減衰率は周辺領域の除染等、人的活動に起因すると考えられる。今

後は、常磐道およびその周辺の詳細調査を実施し、上記結論を裏付けるデータを取得する予定である。 

本発表は、福島県受託事業で得られた成果の一部である。 
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図 1 常磐道の空間線量率分布および減衰率 
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